
（メーターの設置場所）

第 13条 給水装置の所有者又は使用者は、水道メーター（以下「メーター」という。）を設
置するのに必要な場所を提供しなければならない。

（保管者の義務）

第 14条 メーターの保管者は、メーターの検針若しくは取替え又は機能を害するような物
件を置き、又は工作物を設けてはならない。

２ 前項の義務を怠ったときは、町長は原状回復、位置の変更その他必要な処置を命じ、又

は町長自らその処置を行い、その費用は保管者から徴収する。

（届出の義務）

第 15条 条例第 16条及び第 21条の規定に該当する場合の届出は、次のとおりとする。
(１) 水道の使用を開始、中止、停止又は再開しようとするとき及び給水装置の所有者に変
更があったとき。（様式第 10号）
(２) 水道の用途、メーターの口径を変更しようとするとき。（様式第 11号）
(３) 消防演習のため私設消火栓を使用するとき。（様式第 12号）
（私設消火栓の使用）

第 16条 私設消火栓を公共の消防演習に使用しようとするとき、又は消防のため使用した
ときは、消防長の事実を証明する書類を提出しなければならない。

（使用水量の認定）

第 17条 条例第 28条に規定する水量の認定を受けようとする者は、様式第 13号により願
い出なければならない。

（料金等の納入通知書）

第 18条 料金等の納入通知書の様式は、次の各号のとおりとする。
(１) 料金 様式第 14号
(２) 工事費、加入金、及び手数料 様式第 15号
（簡易専用水道以外の貯水槽水道の管理及び検査）

第 19条 条例第 44条第２項の規定による管理は、水道法施行規則（昭和 32年厚生省令第
45号）第 55条の規定に準じて行うものとする。
２ 条例第 44条第２項の検査は、１年以内ごとに１回、給水栓における水の色、濁り、臭
い及び味並びに残留塩素の有無について行うものとする。




















